
地域医療振興協会の看護職継続教育とキャリア開発支援体制

地域医療振興協会は、医療という安心を、すべての地域の方々にお届けするために、

総合医の育成や派遣、医療施設の管理運営を通じ、地域医療の充実に向けて全力で

取り組んでいる。それは、介護、看護職、医療技術職も同様である。

従って、地域医療振興協会は、「いつでも、どこでも、限られた資源の中で、

自ら考え行動する看護師」を育て、「住民・行政と協働して地域を守る看護管理者」を

育てるために、地域医療振興協会に所属するすべての看護職に対して共通の継続教育

を実施し、そのキャリア開発を支援する。



地域医療振興協会 共通テスト

レベルⅢ ケアの受け手に会う個別的な看護を実践する

レベルⅡ 標準的な看護計画に基づき、自立して看護を実践する

レベルⅠ
（2年目）

基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得ながら看護を実践する

新人教育

レベルⅤ より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を選択し、QOL
を高めるための看護を実践する

レベルⅣ 地域の特性を踏まえた幅広い視野で予防的判断をもち看護を実践する
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管理者の育成段階

専門看護師 認定看護師 特定ケア看護師

大学院 認定看護師教育課程 NDC研修センター

継続教育の種類と育成体制の構図

新人看護職者ガイドラインに準ずる


